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〔
商
法
　
三
七
〇
〕

株
主
二
名
、
持
株
数
各
二
分
の
一
の
株
主
に
対
す
る
招
集
通
知
を

欠
く
株
主
総
会
決
議
は
不
存
在
で
あ
る
と
さ
れ
た
事
例

（
献
．
畷
辞
．
噛
鑑
梱
鞭
ゾ
）

判例研究

〔
判
事
事
項
〕

　
本
件
株
主
総
会
に
お
け
る
招
集
通
知
も
れ
の
鍛
疵
は
、
各
五
万
株

保
有
の
株
主
二
名
の
株
式
会
社
で
あ
る
被
控
訴
人
に
お
い
て
、
株
数

及
び
株
主
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
二
分
の
一
を
占
め
る
五
万
株
保
有

の
株
主
］
名
を
、
株
主
で
な
い
者
と
扱
い
、
こ
れ
に
招
集
通
知
を
し

な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
被
控
訴
人
の
し
意
的
な
判
断
に
基
づ
く
も

の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
か
か
る
暇
疵
あ
る
招
集
通
知
に
よ
る
本
件

株
主
総
会
は
、
法
律
上
株
主
総
会
と
評
価
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
そ
こ
で
の
本
件
各
決
議
も
法
律
上
存
在
す
る
も
の
と

評
価
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

〔
参
照
条
文
〕

　
商
法
二
五
二
条
・
二
三
二
条

〔
事
　
実
〕

　
Y
は
発
行
済
株
式
総
数
一
〇
万
株
、
株
主
二
名
の
株
式
会
社
で
、

X
は
そ
の
う
ち
五
万
株
の
株
主
で
あ
る
と
こ
ろ
、
Y
は
定
時
株
主
総

会
を
開
催
し
て
役
員
選
任
の
決
議
を
し
た
が
、
Y
は
X
の
株
主
権
の

存
否
を
訴
訟
で
争
っ
て
い
た
こ
と
を
理
由
に
、
X
に
対
し
株
主
総
会

の
招
集
通
知
を
し
な
か
っ
た
。
右
訴
訟
は
、
X
が
A
か
ら
五
万
株
の

株
式
の
譲
渡
を
受
け
た
と
主
張
し
て
、
A
及
び
Y
を
共
同
被
告
と
し

て
株
主
の
地
位
確
認
を
求
め
た
事
件
で
あ
り
、
Y
ら
は
譲
渡
の
事
実

を
認
め
た
も
の
の
通
謀
虚
偽
表
示
に
よ
り
無
効
で
あ
る
と
争
っ
た
も

の
で
あ
る
（
同
訴
訟
は
Y
の
勝
訴
が
確
定
し
た
）
。
X
は
、
右
総
会
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決
議
は
X
へ
の
招
集
通
知
も
れ
に
よ
り
存
在
し
な
い
と
し
て
、
そ
の

不
存
在
確
認
を
求
め
た
。
第
一
審
は
X
の
請
求
を
棄
却
し
た
。
本
判

決
は
、
X
へ
の
株
式
譲
渡
に
つ
い
て
、
前
記
訴
訟
に
お
け
る
Y
の
答

弁
か
ら
株
主
名
簿
上
X
の
た
め
に
名
義
書
換
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
窺
え
る
と
こ
ろ
、
X
に
対
す
る
総
会
招
集
通
知
漏
れ
の
程
度
は
発

行
済
株
式
総
数
の
二
分
の
一
を
占
め
、
Y
側
は
経
営
を
め
ぐ
る
対
立

か
ら
意
図
的
に
X
へ
の
招
集
通
知
を
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

総
会
決
議
は
法
律
上
存
在
し
な
い
と
し
て
、
原
判
決
を
取
り
消
し
、

X
の
請
求
を
容
認
し
た
。

〔
判
　
旨
〕

　
株
主
総
会
の
招
集
通
知
も
れ
の
暇
疵
は
、
商
法
二
四
七
条
の
総
会

決
議
取
消
事
由
に
該
当
す
る
が
、
右
決
議
の
取
消
に
つ
き
、
方
法
、

当
事
者
、
出
訴
期
間
の
点
で
制
限
が
設
け
ら
れ
、
総
会
決
議
の
法
的

安
定
性
を
確
保
す
る
手
段
が
と
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
株
主
総
会

の
招
集
通
知
は
、
株
式
会
社
の
構
成
員
で
あ
る
株
主
全
体
の
会
議
体

を
成
立
さ
せ
る
た
め
の
基
礎
的
な
手
続
で
あ
る
か
ら
、
招
集
通
知
も

れ
の
程
度
が
高
く
、
そ
の
た
め
に
株
主
総
会
ひ
い
て
は
そ
の
総
会
で

の
決
議
が
法
律
上
不
存
在
と
評
価
さ
れ
る
場
合
に
は
、
総
会
決
議
の

法
的
安
定
性
の
た
め
の
制
約
を
離
れ
て
、
招
集
通
知
も
れ
を
事
由
に

総
会
決
議
不
存
在
を
訴
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
み
る
に
、
本
件
株
主
総
会
に
お
け
る
招
集

通
知
も
れ
の
暇
疵
は
、
全
判
示
の
よ
う
に
各
五
万
株
保
有
の
株
主
二

名
の
株
式
会
社
で
あ
る
被
控
訴
人
に
お
い
て
、
株
数
及
び
株
主
の
い

ず
れ
に
お
い
て
も
二
分
の
一
を
占
め
る
五
万
株
保
有
の
株
主
一
名
を
、

株
主
で
な
い
者
と
扱
い
、
こ
れ
に
招
集
通
知
を
し
な
か
っ
た
も
の
で

あ
り
、
右
扱
い
が
全
判
示
二
の
事
実
及
び
以
下
に
判
示
の
事
情
に
徴

し
て
、
被
控
訴
人
の
し
意
的
な
判
断
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
、
か
か
る
蝦
疵
あ
る
招
集
通
知
に
よ
る
本
件
株
主
総
会
は
、
法

律
上
株
主
総
会
と
評
価
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ

こ
で
の
本
件
各
決
議
も
法
律
上
存
在
す
る
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

〔
研
　
究
〕

［
　
本
件
は
、
各
五
万
株
保
有
の
株
主
二
名
か
ら
な
る
株
式
会
社
で

あ
る
被
控
訴
人
に
お
い
て
、
株
数
及
び
株
主
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も

二
分
の
一
を
占
め
る
五
万
株
保
有
の
株
主
一
名
を
株
主
で
な
い
者
と

扱
い
、
こ
れ
に
招
集
通
知
を
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
本
判
決
は
、
決
議
不
存
在
と
な
る
蝦
疵
は
な
い
と
し
た
原

判
決
（
京
都
地
判
平
成
元
年
三
月
一
二
日
）
を
取
り
消
し
、
X

（
控
訴
人
）
の
請
求
を
認
容
し
た
。
本
件
判
決
は
、
持
株
数
及
び
株

主
数
割
合
だ
け
で
な
く
、
主
観
的
事
情
を
も
考
慮
に
入
れ
、
判
断
を

下
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
本
件
判
旨
の
読
み
方
で
あ
る
が
、
ま
ず
持
株
数
と
株
主
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数
を
基
準
に
し
た
上
で
、
主
観
的
事
情
を
斜
酌
し
て
判
決
を
下
し
た

の
か
、
或
い
は
、
持
株
数
・
株
主
数
及
び
主
観
的
事
情
を
総
合
的
に

斜
酌
し
て
判
決
を
下
し
た
の
か
、
本
件
判
決
理
由
か
ら
は
不
明
で
あ

る
。
ど
ち
ら
の
判
断
に
よ
っ
た
か
に
よ
り
、
判
例
研
究
の
検
討
方
法

（
構
成
）
も
変
わ
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
が
、
今
回
は
、
招
集
通
知
漏

れ
の
綴
疵
を
検
討
し
た
後
で
、
主
観
的
事
情
と
い
う
要
件
の
必
要
性

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
判
例
研
究
で
は
、

本
件
の
株
主
総
会
の
招
集
通
知
漏
れ
を
中
心
と
し
て
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
す
る
。

二
　
機
関
で
あ
る
株
主
総
会
が
、
そ
の
権
限
事
項
に
つ
き
会
社
の
意

思
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
決
議
と
い
う
形
で
一
個
の
意
思
を
決
定

す
る
こ
と
に
な
る
（
倉
沢
康
一
郎
『
会
社
判
例
の
基
礎
』
（
昭
和
六

三
年
）
三
二
頁
）
。
こ
の
総
会
決
議
が
成
立
す
る
に
は
、
招
集
及

び
決
議
に
関
す
る
法
的
手
続
の
履
践
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
決

議
の
手
続
的
職
疵
と
は
、
株
主
総
会
と
称
す
る
会
議
体
で
何
ら
か
の

決
議
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
機
関
と
し
て
の
行
為
と
は
法
的
に
評

価
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
倉
沢
・
前
掲
書
二
六
頁
）
。

例
え
ば
、
総
会
開
催
の
事
実
が
全
く
な
く
議
事
録
だ
け
が
作
成
さ
れ

た
り
、
又
は
登
記
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
厳
格
な
総

会
手
続
を
著
し
く
欠
い
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に

ま
で
、
一
応
有
効
な
決
議
と
し
て
扱
っ
た
り
、
ま
し
て
三
ヶ
月
後
に

は
有
効
と
確
定
し
て
争
え
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
不
当
な
結
果
を

招
く
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
不
存
在
確
認
の
訴
え
に
つ
い
て
は
、

昭
和
五
六
年
の
改
正
以
前
に
お
い
て
も
、
従
来
か
ら
通
説
・
判
例

（
最
判
昭
和
三
八
年
八
月
八
日
、
最
判
昭
和
四
五
年
七
月
九
日
）
は
、

一
定
の
場
合
に
決
議
不
存
在
確
認
の
訴
え
を
認
め
て
い
た
。
決
議
不

存
在
と
さ
れ
た
事
例
と
し
て
は
、
①
総
会
の
開
催
の
事
実
が
全
く
な

く
、
ま
た
は
決
議
そ
の
も
の
が
事
実
存
在
し
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
登
記
や
議
事
録
に
決
議
が
存
在
し
た
か
の
如
く
虚
偽
の
記
載
が

あ
る
場
合
、
②
一
応
総
会
及
び
決
議
と
目
す
べ
き
も
の
は
事
実
上
存

在
す
る
が
、
そ
の
成
立
過
程
の
暇
疵
が
著
し
く
、
法
律
上
決
議
が
あ

っ
た
と
は
評
価
で
き
な
い
場
合
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
今
井
宏
「
決
議

の
暇
疵
」
民
商
法
雑
誌
八
五
巻
三
号
（
昭
和
五
六
年
）
四
三
五
頁
。

こ
れ
ら
は
、
…
…
招
集
手
続
又
は
決
議
の
不
存
在
と
い
う
手
続
上
の

畷
疵
で
は
あ
る
が
、
そ
の
極
端
の
場
合
で
あ
る
の
で
、
二
四
七
条
の

取
消
の
訴
え
に
よ
り
三
月
の
出
訴
期
限
に
よ
り
有
効
と
な
る
こ
と
を

認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
田
中
誠
二
・
山
村
忠
平
『
五
全
訂
コ
ン

メ
ン
タ
ー
ル
会
社
法
』
七
三
四
頁
）
、
と
し
て
い
る
）
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
特
に
②
の
よ
う
な
場
合
の
決
議
不
存
在
は
、
決

議
取
消
の
訴
え
と
の
関
係
で
、
困
難
な
場
合
を
生
じ
る
。
例
え
ば
、

株
主
総
会
の
招
集
通
知
漏
れ
は
、
決
議
取
消
事
由
で
も
あ
る
（
二
四

七
条
）
。
そ
れ
故
、
い
か
な
る
程
度
の
通
知
漏
れ
が
取
消
事
由
あ
る
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い
は
決
議
不
存
在
と
な
る
か
を
、
峻
別
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。

（
倉
沢
康
一
郎
『
会
社
判
例
の
基
礎
』
（
昭
和
六
三
年
）
一
一
六
頁
、

小
島
孝
「
第
二
五
二
条
〔
決
議
不
存
在
・
無
効
確
認
の
訴
え
〕
」
上

柳
克
郎
・
鴻
常
夫
・
竹
内
昭
夫
編
『
新
版
注
釈
会
社
法
㈲
株
式
会
社

の
機
関
①
』
（
平
成
七
年
）
三
九
八
頁
、
龍
田
節
『
会
社
法
』
（
平
成

五
年
）
一
七
一
頁
参
照
。
同
旨
、
西
原
寛
一
「
株
主
総
会
」
石
井
照

久
他
編
『
経
営
法
学
全
集
第
4
巻
・
株
主
』
三
二
二
頁
、
北
沢
正
啓

『
会
社
法
〔
第
四
版
〕
』
三
四
四
頁
）
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
件
の
よ
う
な
事
例
の
場
合
、
特
に
株

主
二
名
、
持
株
数
各
二
分
の
↓
の
株
主
に
対
し
て
招
集
通
知
を
欠
い

た
場
合
に
は
、
決
議
取
消
の
対
象
に
な
る
の
か
、
あ
る
い
は
決
議
不

存
在
と
す
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。

　
一
部
の
学
説
で
は
、
総
会
招
集
通
知
の
な
か
っ
た
株
式
数
や
株
主

数
が
非
常
に
多
く
て
も
、
決
議
取
消
事
由
に
な
る
と
い
う
見
解
が
あ

る
（
菱
田
政
宏
「
代
表
取
締
役
が
取
締
役
会
の
決
議
に
よ
ら
な
い
で

招
集
し
た
株
主
総
会
の
決
議
の
効
力
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
六
三
号
（
昭

和
三
三
年
）
六
一
頁
、
同
『
商
事
判
例
研
究
三
〇
年
度
』
（
二
二
事

件
評
釈
）
六
六
頁
）
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
解
す
こ
と
は
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
具
体
的

事
例
を
通
し
て
考
え
て
み
る
と
、
例
え
ば
、
九
九
％
を
所
有
し
て
い

る
九
九
九
人
に
通
知
し
て
、
一
％
を
所
有
し
て
い
る
一
人
に
招
集
通

知
を
出
さ
な
か
っ
た
場
合
を
、
決
議
取
消
と
解
す
る
な
ら
、
反
対
に
、

一
〇
〇
〇
人
の
株
主
が
い
る
株
式
会
社
に
お
い
て
、
九
九
％
を
所
有

し
て
い
る
一
人
の
株
主
に
通
知
し
て
、
一
％
を
所
有
し
て
い
る
九
九

九
人
に
招
集
通
知
を
出
さ
な
い
場
合
も
、
同
様
に
、
決
議
取
消
と
解

す
る
こ
と
は
、
困
難
で
あ
ろ
う
。

　
招
集
通
知
を
受
け
な
い
株
主
の
員
数
が
多
数
で
あ
れ
ば
そ
の
持
株

数
は
僅
少
で
あ
っ
て
も
、
株
主
全
員
か
ら
成
る
会
議
体
と
し
て
の
株

主
総
会
の
性
質
上
、
決
議
不
存
在
と
な
る
と
同
時
に
、
そ
の
株
主
数

は
僅
か
で
あ
っ
て
も
持
株
数
が
多
数
に
の
ぼ
る
と
き
は
、
資
本
団
体

と
し
て
の
株
式
会
社
の
機
関
と
し
て
の
株
主
総
会
の
性
質
上
、
や
は

り
決
議
不
存
在
の
原
因
と
な
る
（
大
隅
健
一
郎
・
今
井
宏
『
新
版
会

社
法
論
　
中
巻
1
』
（
昭
和
五
八
年
）
一
二
六
頁
、
小
島
孝
「
第
二

五
二
条
〔
決
議
不
存
在
・
無
効
確
認
の
訴
え
〕
」
上
柳
克
郎
・
鴻
常

夫
・
竹
内
昭
夫
編
『
新
版
注
釈
会
社
法
㈲
株
式
会
社
の
機
関
①
』

（
平
成
七
年
）
四
〇
〇
頁
。
同
旨
、
龍
田
節
『
会
社
法
』
↓
七
〇
～

一
七
一
頁
、
弥
永
真
生
『
会
社
法
』
（
平
成
八
年
）
八
五
頁
）
、
と
解

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
招
集
通
知
漏
れ
は
、
株
主
数
と
持
株
数
を
基
準
に
し
て
、
決
議
不

存
在
と
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
で
は
、
ど
の
程
度
の
通
知
が
あ

っ
た
と
き
に
総
会
の
成
立
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
問
題
と
な

る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
招
集
通
知
が
全
く
な
い
か
、
こ
れ
と
同
視
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で
き
る
場
合
に
は
決
議
不
存
在
に
な
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

見
解
（
奥
山
恒
朗
「
総
会
決
議
の
不
存
在
」
『
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
会

社
判
例
百
選
（
新
版
）
』
一
二
六
頁
、
堀
口
亘
「
総
会
決
議
の
不
存

在
」
『
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
会
社
判
例
百
選
（
第
4
版
）
』
七
七
頁
、
谷

川
久
「
第
二
四
七
条
［
決
議
取
消
の
訴
］
」
大
森
・
矢
沢
編
『
注
釈

会
社
法
㈲
株
式
会
社
の
機
関
』
（
昭
和
四
三
年
）
一
八
七
頁
）
や
、

招
集
通
知
は
総
会
そ
の
も
の
の
成
立
の
基
礎
で
あ
る
と
い
う
重
要
性

に
鑑
み
、
通
知
漏
れ
が
僅
少
で
社
会
通
念
上
大
体
に
お
い
て
株
主
全

体
に
招
集
の
通
知
が
あ
っ
た
と
い
い
う
る
場
合
に
は
、
総
会
の
成
立

を
認
め
う
る
が
、
そ
う
で
な
い
限
り
決
議
は
不
存
在
と
な
る
と
い
う

見
解
（
大
隅
健
一
郎
・
今
井
宏
『
新
版
会
社
法
論
　
中
巻
1
』
（
昭

和
五
八
年
）
一
二
六
頁
、
小
島
孝
「
第
二
五
二
条
〔
決
議
不
存
在
・

無
効
確
認
の
訴
え
〕
」
上
柳
克
郎
・
鴻
常
夫
・
竹
内
昭
夫
編
『
新
版

注
釈
会
社
法
㈲
株
式
会
社
の
機
関
ω
』
（
平
成
七
年
）
四
〇
〇
頁
）

が
あ
る
。

　
い
か
な
る
程
度
の
通
知
漏
れ
が
、
取
消
事
由
あ
る
い
は
決
議
不
存

在
と
な
る
か
の
明
確
な
基
準
点
を
見
い
だ
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
の

で
、
判
例
の
積
み
重
ね
が
必
要
と
な
ろ
う
。
招
集
通
知
に
関
す
る
具

体
的
事
例
を
見
て
み
よ
う
。
①
総
株
主
数
六
、
九
八
六
人
（
総
株
式

数
一
〇
九
万
株
）
の
う
ち
五
三
人
（
持
株
数
八
六
、
二
三
九
）
に
の

み
通
知
し
た
場
合
（
大
判
昭
和
一
二
年
九
月
一
七
日
）
、
②
発
行
済

株
式
総
数
二
万
株
の
う
ち
、
一
名
（
持
株
数
二
、
○
○
○
株
）
に
対

し
て
の
み
招
集
手
続
が
取
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
場
合
（
東
京
地
判
昭

和
二
九
年
二
月
一
九
日
）
、
③
株
主
数
九
人
（
株
式
総
数
五
、
○
○

○
株
）
の
う
ち
株
主
六
人
（
持
株
数
二
、
一
〇
〇
株
）
に
通
知
し
な

か
っ
た
場
合
（
大
阪
高
判
三
一
年
二
月
一
二
日
、
最
判
昭
和
三
三
年

］
O
月
三
日
）
、
④
株
主
総
数
一
〇
人
の
う
ち
発
行
済
株
式
総
数
の

半
数
を
所
有
す
る
四
人
に
通
知
し
な
い
場
合
（
松
山
地
裁
今
治
支
部

判
昭
和
四
三
年
二
月
≡
二
日
）
、
⑤
株
主
七
名
の
う
ち
一
名
（
発
行

済
株
式
の
四
分
の
一
以
上
を
所
有
）
に
通
知
し
な
い
場
合
（
大
分
地

判
昭
和
四
七
年
三
月
三
〇
日
）
、
⑥
発
行
済
株
式
総
数
二
万
株
の
会

社
で
株
主
の
過
半
数
（
持
株
総
数
一
万
二
千
株
）
に
招
集
通
知
が
な

い
場
合
（
大
阪
地
判
昭
和
四
七
年
六
月
二
八
日
）
、
⑦
発
行
済
株
式

総
数
の
四
割
に
当
た
る
株
式
を
有
す
る
株
主
に
対
し
て
招
集
通
知
が

な
い
場
合
（
東
京
高
判
平
成
四
年
一
月
一
七
日
）
、
⑧
発
行
済
株
式

の
四
分
の
一
を
保
有
す
る
一
名
の
株
主
に
対
し
て
通
知
が
な
い
場
合

（
名
古
屋
地
判
平
成
五
年
一
月
二
二
日
）
等
が
あ
る
。

　
以
上
の
判
例
で
注
目
す
べ
き
も
の
は
、
④
の
大
分
地
判
昭
和
四
七

年
三
月
三
〇
日
や
⑦
の
名
古
屋
地
判
平
成
五
年
一
月
二
二
日
で
あ
る
。

両
判
決
で
は
、
招
集
通
知
漏
れ
が
一
名
で
あ
っ
て
も
、
発
行
済
株
式

数
に
対
す
る
持
株
数
の
割
合
が
四
分
の
一
以
上
で
あ
れ
ば
、
決
議
不

存
在
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
招
集
通
知
漏
れ
の
割
合
か
ら
判
断
す
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る
と
、
発
行
済
株
式
総
数
の
四
分
の
一
以
上
に
対
し
て
招
集
通
知
が

発
せ
ら
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
決
議
不
存
在
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
本
件
に
あ
て
は
め
れ
ば
、
株
主
二
名
、
持
株
数
各
二
分
の
一

の
株
主
に
対
し
て
招
集
通
知
を
欠
い
た
場
合
に
は
、
持
株
数
或
い
は

株
主
数
の
割
合
の
判
断
か
ら
、
決
議
不
存
在
確
認
の
訴
え
を
肯
定
し

て
も
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
し
か
し
、
発
行
済
株
主
総
数
の

二
分
の
一
の
株
主
に
招
集
通
知
が
発
せ
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に
（
外

国
の
裁
判
所
で
選
任
さ
れ
た
破
産
管
財
人
に
日
本
国
内
で
の
株
主
総

会
取
消
訴
訟
の
原
告
適
格
が
認
め
ら
れ
る
と
判
示
し
た
う
え
で
）
、

当
該
総
会
決
議
は
取
消
と
な
る
と
い
う
判
決
も
あ
る
（
東
京
地
判
平

成
三
年
九
月
二
六
日
）
。
こ
の
判
決
に
反
対
、
畠
田
公
明
「
本
件
判

例
批
評
」
判
例
評
論
四
〇
八
号
二
二
九
～
二
三
〇
頁
）
。

三
　
本
件
で
は
、
株
主
総
会
の
招
集
通
知
漏
れ
の
程
度
の
ほ
か
に
、

被
控
訴
人
Y
側
に
お
け
る
反
対
派
閉
め
出
し
の
意
図
を
も
副
酌
し
て

決
議
は
不
存
在
と
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
不
存
在
と
な
る
か
ど
う
か

を
判
断
す
る
際
に
、
招
集
通
知
漏
れ
の
程
度
以
外
の
事
情
（
以
下
、

「
主
観
的
事
情
」
と
す
る
）
を
も
勘
案
す
べ
き
か
ど
う
か
、
問
題
と

な
る
。

　
主
観
的
事
情
を
も
加
味
し
て
判
断
し
た
と
思
わ
れ
る
判
例
と
し
て
、

株
主
総
会
の
決
議
を
な
し
た
も
の
が
株
主
で
も
あ
る
代
表
取
締
役
と

そ
の
実
子
二
名
で
あ
る
こ
と
を
あ
げ
、
そ
の
決
議
は
親
子
間
の
相
談

に
等
し
い
と
し
た
も
の
（
大
阪
高
判
昭
和
三
一
年
二
月
二
一
日
）
、

出
席
株
主
が
す
べ
て
原
告
で
あ
る
反
対
派
の
身
内
の
者
で
あ
る
と
し

た
も
の
（
松
山
地
裁
今
治
支
部
判
決
昭
和
四
三
年
二
月
二
一
二
日
）
等

が
あ
る
。

　
確
か
に
、
主
観
的
事
情
を
勘
案
す
る
こ
と
に
否
定
的
な
見
解
も
あ

る
（
大
隅
健
一
郎
「
株
主
総
会
の
決
議
が
不
存
在
と
認
め
ら
れ
た
事

例
」
法
学
論
叢
六
五
巻
六
号
（
昭
和
三
四
年
）
一
二
一
頁
、
畠
田
・

前
掲
二
二
九
頁
）
。
し
か
し
、
手
続
の
躍
疵
と
不
存
在
の
報
疵
と
は
、

区
別
が
明
確
で
な
い
。
手
続
の
暇
疵
を
す
べ
て
決
議
取
消
の
対
象
と

し
た
の
で
は
、
著
し
い
手
続
の
暇
疵
が
あ
っ
て
、
法
的
に
総
会
決
議

と
は
い
え
な
い
も
の
ま
で
も
、
三
ヶ
月
と
い
う
提
訴
期
問
が
過
ぎ
て

し
ま
え
ば
、
有
効
と
し
て
争
え
な
く
な
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
（
倉

沢
康
一
郎
『
会
社
判
例
の
基
礎
』
一
一
七
頁
参
照
）
。
ま
た
、
例
え

ば
、
会
社
が
経
営
者
株
主
と
反
経
営
者
側
株
主
と
に
分
か
れ
て
対
立

し
て
い
る
場
合
に
、
経
営
者
が
反
対
派
株
主
に
は
株
主
総
会
の
招
集

通
知
を
出
さ
な
い
で
、
反
対
派
株
主
の
知
ら
な
い
間
に
、
自
派
株
主

だ
け
で
株
主
総
会
を
開
催
し
て
、
自
派
に
都
合
の
よ
い
決
議
を
し
て

し
ま
っ
た
と
し
よ
う
。
こ
の
場
合
に
は
、
反
対
派
株
主
と
し
て
は
、

株
主
総
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
知
ら
な
い
で
決
議
取
消
の
訴
え
の

提
起
期
間
で
あ
る
三
ヶ
月
を
徒
過
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
場
合
に
も
、
自
派
株
主
が
株
主
数
に
お
い
て
仮
に
過
半
数
を
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占
め
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
畷
疵
の
主
張
に
つ
い
て
前
述
の
よ
う

な
制
約
を
そ
の
ま
ま
適
用
し
た
の
で
は
、
不
都
合
で
あ
る
（
前
田
庸

「
い
わ
ゆ
る
決
議
不
存
在
確
認
の
訴
」
鈴
木
忠
一
・
三
ヶ
月
章
『
実

務
民
事
訴
訟
講
座
5
』
（
昭
和
四
四
年
）
三
二
頁
）
。
し
た
が
っ
て
、

主
観
的
事
情
を
勘
案
す
る
こ
と
を
必
ず
し
も
否
定
す
べ
き
で
は
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
学
説
に
お
い
て
も
、
通
知
を
受
け
な
か
っ
た
株
主
の
数
、
そ
の
持

株
数
、
通
知
漏
れ
の
発
生
に
至
る
諸
事
情
な
ど
を
総
合
し
て
、
決
議

の
効
力
を
決
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い

（
高
鳥
正
夫
『
会
社
法
の
諸
問
題
〔
増
補
版
〕
』
（
昭
和
五
六
年
）
三

二
一
頁
。
他
に
、
谷
川
久
「
第
二
四
七
条
［
決
議
取
消
の
訴
］
」
大

森
・
矢
沢
編
『
注
釈
会
社
法
㈲
株
式
会
社
の
機
関
』
（
昭
和
四
三
年
）

】
八
七
頁
、
奥
山
恒
朗
「
総
会
決
議
の
不
存
在
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト

ニ
九
号
（
昭
和
四
五
）
一
二
六
頁
、
堀
口
亘
「
総
会
決
議
の
不
存

在
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
○
号
（
昭
和
五
八
年
）
七
七
頁
、
鮫
島
真

男
「
株
主
総
会
決
議
の
暇
疵
調
」
登
記
研
究
五
〇
四
号
一
五
八
頁
）
。

ま
た
、
「
こ
の
よ
う
な
主
観
的
な
意
図
（
反
対
派
を
排
除
し
よ
う
と

の
意
図
）
を
勘
酌
す
る
こ
と
に
は
反
対
も
あ
る
が
、
単
な
る
過
失
に

よ
り
通
知
し
な
か
っ
た
場
合
と
は
区
別
す
べ
き
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

：
…
・
、
招
集
側
に
そ
の
よ
う
な
意
図
が
あ
れ
ば
決
議
は
不
存
在
に
間

違
い
な
」
い
、
と
す
る
も
の
も
あ
る
（
谷
口
安
平
「
株
主
総
会
決
議

の
不
存
在
」
鈴
木
・
大
隅
他
編
『
新
商
法
演
習
－
　
会
社
（
1
）
』

（
昭
和
五
二
年
）
二
六
七
～
二
六
八
頁
）
。

　
以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
く
と
、
一
般
的
に
は
、
招
集
通

知
の
暇
疵
の
程
度
を
株
主
数
だ
け
で
判
断
せ
ず
、
持
株
数
を
も
判
断

基
準
と
し
て
、
招
集
通
知
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
よ
う
な
場
合
に

は
、
決
議
不
存
在
と
認
め
ら
れ
る
と
解
さ
れ
る
。
そ
う
で
な
い
場
合

で
も
、
経
営
上
の
対
立
等
に
由
来
す
る
主
観
的
事
情
を
も
勘
案
し
て
、

決
議
取
消
の
主
張
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
て
い
る
制
限
が
妥
当
で
な
い

と
考
え
ら
れ
得
る
と
き
は
、
決
議
不
存
在
確
認
の
訴
え
を
認
め
る
べ

き
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
島
真
策
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